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取付説明書

Printed in Japan

取付概要

適合車種

適応の注意

1 構成部品

2 必要工具

メーカー名 車名 年式 型式 備考

トヨタ bB H17/12～H28/7 QNC20･21･25 リアバンパー裏側のグロメットを使用
して配線します。

トヨタ ヴィッツ H17/2～H22/12 NCP91･95
SCP90/KSP90

リアバンパー裏側のグロメットを使用
して配線します。

トヨタ ポルテ H16/7～H24/7 NNP10･11･15 リアバンパー裏側のグロメットを使用
して配線します。

ニッサン キューブ H20/11～現在 Z12･NZ12 リアバンパーを外し車両側に穴あけ
加工して配線します。

ダイハツ タント/タント カスタム H19/12～H25/10 L375S･385S リアゲートに穴あけ加工して配線します。

ダイハツ タント エグゼ/
タント エグゼ カスタム H21/12～H26/10 L455S･465S リアバンパーを外し穴あけ加工して

配線します。

ダイハツ ムーヴ コンテ/
ムーヴ コンテ カスタム H20/8～H29/3 L575S･585S リアバンパーを外し穴あけ加工して

配線します。

ダイハツ ムーヴ/
ムーヴ カスタム H22/12～H26/12 LA100S･110S リアバンパーを外し穴あけ加工して

配線します。

スズキ ワゴンR/
ワゴンR スティングレー H24/9～H29/2 MH34S リアバンパー裏側のグロメットを使用

して配線します。

取付ブラケット

バックビューカメラ

リアナンバープレート

アルパイン　バックビューカメラパーフェクトフィット

アルパイン製バックビューカメラに適合します。
ここでの説明は、バックビューカメラユニットの装着方法に限らせていただきます。ケーブルや電源の
配線方法・場所については、バックビューカメラユニットの取扱説明書をご参照ください。

68M10151J92-E

KTX-C17SG

※全車純正バックビューカメラ未装着車に限ります。
※適合情報は平成29年11月現在のものです。11月以降の車両は変更されている場合があります。

・プラスドライバー　・10ｍｍソケットレンチ　・定規　・2.5mm六角レンチ　・クリップはずし・ドリル（φ3）
・ホルソー（φ13ｍｍ）　・カッター　・保護手袋（軍手など）・保護メガネ（ゴーグルなど）・ビニールテープ

本取付キットは、リアナンバープレート右端に
バックビューカメラを取り付けるキットです。

①取付ブラケット・・１ ②グロメット ・・1 ③なべ小ねじM3×5 ・・1 ④クッション ・・1

以下の車両へは取付けできない場合がありますので、ご購入前に必ずご確認ください。
・字光式ナンバー装着車。
・アクセサリーのナンバーフレームの形状に干渉する場合。
・標準バンパー以外のエアロパーツ等を取り付けている車両。
・取付け部付近に加工など行っている車両。 
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3 取り付けにあたっての注意事項

安全にお使いいただくために、必ずお守りください。

警 告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される
内容を示しています。

注 意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 人が傷害を負う危険が想定される内容および   
物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

＜電話でのお問い合わせ＞
　TEL：0570-006636
　※全国どこからでも市内通話料金でご利用頂けます。
　 （携帯電話・PHS：20秒10円）
　一部のIP電話など、接続できない場合は次の番号を
　ご利用ください。 TEL：03-6704-4926
＜メールでのお問い合わせ＞
　ホームページのお問い合わせフォームより受け付けています。

● 電話受付時間（日曜・祝日・弊社休業日を除く）
　 月曜～金曜日 9：30～17：30
　 土曜日 9：30～12：00 / 13：00～17：00
　 ＜FAXでのお問い合わせ＞
　 　FAX：045-522-8700

● アルパインホームページ　http://www.alpine.co.jp
　 アルパイン製品に関してのご質問と回答をご紹介しています。

●本機の取り付けには、専門技術と経験が必要です。お買い上げ店での取り付けをお勧めします。
●ご使用の前に、この説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、説明書を手元に置いてご使用 
ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、当社は責任を負いかねます。
●この説明書は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろ
いろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

説明書に従って、正しく接続してください。
火災・故障の原因になります。

コードをシートレールにはさんだり、突起物に当てた
りしないでください。断線やショートにより、感電・
火災の原因になります。

付属品を指定通りに使い、しっかりと固定してください。
事故・故障の原因になります。

取り付け、配線には、専門技術と経験が必要になります。
お買い上げ店に依頼頂く事をお勧め致します。また、取
り付け場所を移す場合や取り付け車両を変更する場合も
お買い上げ店に依頼  してください。

コード類の配線は高温部・可動部を避けて行い、 しっか
り固定してください。高温部に接触して  コードの被覆が
とけたり、可動部品による咬み込みによりショートや断
線が起こり火災・感電の原因になります。

車以外には使わないでください。
故障・感電・ケガの原因になります。

分解・改造をしないでください。事故・火災・感電の
原因になります。

ねじなどの小物類は、幼児の手の届かないところに保
管してください。飲み込んだ場合は、ただちに医師と
相談してください。

車体に穴を開ける場合には、パイプ・タンク・電気配
線などを傷つけないでください。事故・火災の原因に
なります。

コード類は運転操作の妨げとならないように束ねてく
ださい。ハンドル・変速レバー・ブレーキペダルなど
に巻き付くと、事故・故障の原因になります。

走行前にカメラブラケットの取り付け状態、ネジの緩
みがないか点検してください。事故の原因になります。

カメラの取り付け、点検するときなどは、車を平坦で
安全なところに停めて必ずエンジンを切り、サイドブ
レーキを確実に引いた状態で行ってください。事故の
原因になります。

ドリル等で穴あけ作業をする場合は、ゴーグル等を使
用して目に切り子や破片が入らないように保護をして
ください。ケガの原因になります。

運転中は、画面を見るのを最小限にする。走行中に画
面を見ていると前方不注意となり事故の原因になりま
す。

（平成29年5月1日現在）
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4 共通取付要領　

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販の
タッチアップペイントをしっ
かり塗り、十分に乾燥させて
ください。

①取付ブラケット

バックビュー
カメラに
付属のねじ

バックビューカメラ

④クッション

はみ出た
クッションは
カットします。

③なべ小ねじ
    M3×5

※ロゴが上側

①取付ブラケット

ナンバー
取付ボルト

ナンバープレートを
軽く手前に引く
※引きすぎに注意

車両に傷をつけないように
マスキングテープなどで
周囲を保護します。

①取付ブラケット

ナンバー取付ボルト ナンバープレート

【封印がある場合】

【封印がない場合】

ホルソー

リアゲートφ13の穴

■カメラユニットの組立て
1. ①取付ブラケットにバックビューカメラ
を固定します。    

①取付ブラケット

カメラのコードを
上側にしてください

上

Memo

バックビューカメラに付属のね
じを上側、本製品付属の③なべ
小ねじＭ3×5を下側に使用して
ください。

2. ナンバー取付ボルトを外し、①取付ブラ
ケットをナンバープレートの裏側に挿入
して共締めします。

<標準取付位置>

①取付ブラケット

ナンバー
プレート

ナンバープレートの
上端に合わせます。

中央の穴を
使用します。

<各部の寸法>

9mm9mm
63mm 23mm

18mm

注意 車両に対し、カメラが水平にな
るように取り付けてください。

車種により取付方法が異なる項目がありますので、詳細は車種別取付要領を参照してください。

■リアゲートの加工
1. リアゲートに配線用の穴あけが必要な場
合、車種別取付要領の寸法を参照して、
表側からホルソーでφ13の穴をあけます。

<リアゲート加工例>
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バックビューカメラ位置

ハーネスカバー

配線経路

②グロメット②グロメット

バックビューカメラの
コネクター

向きに注意

＜横から見た図＞

切り込みを入れます。

リアゲート

< リアゲート内側 >

加工した穴

市販のシーリング剤などで
防水処理をします。

リアバンパー

車両グロメット

バックビューカメラの
コネクター

車両グロメット

【加工した穴を使用する場合】

1. ②グロメットに切り込みを入れ、バック
ビューカメラのコネクターを通します。

2. リアゲートの外側から、加工した穴に
バックビューカメラのコネクターを通し
ます。

3. ②グロメットを加工した穴に取り付け、
リアゲート内側のグロメット部を防水処
理します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. 車種別取付要領に記載している方法を参
照してカメラユニットの配線を通します。

5. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

■配線方法
【既存の穴を使用する場合】

1. リアバンパー裏側にある車両グロメット
のテープをはがし、バックビューカメラ
のコネクターを車室内に引き込みます。

2. テープを元通りに巻き、車両グロメット
と取り外した車両部品を復元します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。
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5 車種別取付要領

バックビューカメラの配線

バックビューカメラの
コネクター

車両グロメット

車両グロメット

リアバンパー バックビューカメラ

すき間

バックビューカメラ

すき間

バックビューカメラの配線

バックビューカメラの
コネクター

車両グロメット

車両グロメット

リアバンパー

■取付方法
1. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
ナンバープレートの
上端に合わせます。

❶取付ブラケット

右側の穴を使用します。

2. ナンバープレート上部のすき間からバッ
クビューカメラの配線を通し、車両グロ
メットから車室内に引き込みます。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

3. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

bB 年式 : H17/12～現在 型式 : QNC20･21･25

ヴィッツ 年式 : H17/2～H22/11 型式 : NCP91･95SCP90 / KSP90

■取付方法
1. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

2. ナンバープレート上部のすき間からバッ
クビューカメラの配線を通し、車両グロ
メットから車室内に引き込みます。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

3. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。
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バックビューカメラ

すき間

リアバンパー

バックビューカメラのコネクター

車両グロメット

車両グロメット

バックビュー
カメラの配線

ポルテ 年式 : H16/7～H24/7 型式 : NNP10･11･15

■取付方法
1. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

2. ナンバープレート上部のすき間からバッ
クビューカメラの配線を通し、車両グロ
メットから車室内に引き込みます。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

3. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。
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❷カバー
 （クリップ 2ヵ所）

❶カバー
 （ファスナー 2ヵ所）

❹テールライト（L・R）
 （ボルト 2ヵ所、クリップ 2ヵ所）

※上に上げます。

❻バンパー
 （ボルト 6ヵ所、ねじ 2ヵ所、
　ファスナー 4ヵ所）

❸カバー
 （ボルト 2ヵ所）

❺ナンバープレート
（ファスナー 1ヵ所）

市販のシーリング剤などで
防水処理をします。

バックビューカメラ

車両グロメット

< リアゲート内側 >

キューブ 年式 : H20/11～現在 型式 : Z12･NZ12

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。

■取付方法
1. 左図の位置にある車両グロメットに切り
込みを入れ、バックビューカメラのコネ
クターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

2. バンパー中央の開口部にバックビューカ
メラを通し、バンパーを復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。

3. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

4. 取り外した車両部品を復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。
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❷リアゲートトリム

❶クリップ
（11ヵ所）

❸ナット（2ヵ所）
❹ガーニッシュ
（クリップ 3ヵ所）

❷ナンバープレート
❶ボルト（2ヵ所）

ライセンスランプ

中心

すき間

グロメット
バックビュー
カメラの配線

ガーニッシュ

バックビューカメラ

穴あけ位置φ13ｍｍ

20ｍｍ48ｍｍ

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。

■取付方法
1. リアゲートのナンバープレート右上に 
配線用の穴をあけます。

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販の
タッチアップペイントをしっ
かり塗り、十分に乾燥させて
ください。

2. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

3. 加工した穴にバックビューカメラのコネ
クターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. 左図の位置に配線を通しながらガーニッ
シュを復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。

タント 年式 : H19/12～現在 型式 : L375S･385S

次ページにつづく
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バックビュー
カメラ位置 ハーネスカバー

配線経路

❷リアゲートトリム

❶クリップ
（11ヵ所）

❹ガーニッシュ
（クリップ 2ヵ所）

❸ナット（6ヵ所）

❶ボルト（2ヵ所）

❷ナンバープレート

5. 左図を参照してカメラユニットの配線を
通します。

6. 取り外した車両部品を復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。

タント カスタム 年式 : H19/12～現在 型式 : L375S･385S

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。
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バックビューカメラ

すき間

グロメット

穴あけ位置

φ13ｍｍ

32ｍｍ

32ｍｍ

ナンバープレートライセンスランプ

バックビュー
カメラの配線

ガーニッシュ

バックビュー
カメラ位置 ハーネスカバー

配線経路

■取付方法
1. リアゲートのナンバープレート右上に 
配線用の穴をあけます。

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販の
タッチアップペイントをしっ
かり塗り、十分に乾燥させて
ください。

2. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

3. 加工した穴にバックビューカメラのコネ
クターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. 左図の位置に配線を通しながらガーニッ
シュを復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。

5. 左図を参照してカメラユニットの配線を
通します。

6. 取り外した車両部品を復元します。

注意 配線の挟み込みに注意してくだ
さい。
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❻テールライト（R）
（クリップ 2ヵ所）

❹テールライト（L）
（クリップ 2ヵ所）

❺ボルト
（2ヵ所）

❽バンパー

❼ファスナー（6ヵ所）

❸ボルト
（2ヵ所）

❷ナンバー
　プレート
❶ボルト（2ヵ所）

穴あけ位置（φ13ｍｍ）60ｍｍ

25ｍｍ

ねじ穴
ナンバープレート
スペース

市販のシーリング剤などで
防水処理をします。

バックビューカメラ

②グロメット

シールをはがし、
②グロメットを
取り付けます。

車両グロメットに切り込みを入れて
コードを通します。

< リアゲート内側 >

タント エグゼ /タント エグゼ カスタム 年式 : H21/12～現在 型式 : L455S･465S

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。

■取付方法
1. リアバンパーのナンバープレートスペー
ス右上に配線用の穴をあけます。

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販のタッ
チアップペイントをしっかり塗
り、十分に乾燥させてください。

2. 1. で加工した穴にバックビューカメラの
コネクターを通し、②グロメットを取り
付けます。

3. 車両フレームにある既存の穴にバック
ビューカメラのコネクターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. リアバンパーを復元します。
5. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
ナンバープレートの
上端に合わせます。

❶取付ブラケット

右側の穴を使用します。

6. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

※イラストはタント エグゼです。
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❺テールライト（R）
（クリップ 2ヵ所）

❻テールライト（L）
（クリップ 2ヵ所）

❹ボルト
（2ヵ所）

❼ボルト
（2ヵ所）

❾バンパー

❽ファスナー（4ヵ所）

❸ボルト
（2ヵ所）

❷ナンバープレート

❶ボルト
（2ヵ所）

市販のシーリング剤などで
防水処理をします。

バックビューカメラ

②グロメット

シールをはがし、
②グロメットを
取り付けます。

車両グロメットに切り込みを入れて
コードを通します。

< リアゲート内側 >

穴あけ位置（φ13ｍｍ）

60ｍｍ

25ｍｍ

ねじ穴
ナンバープレート
スペース

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。

■取付方法
1. リアバンパーのナンバープレートスペー
ス右上に配線用の穴をあけます。

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販のタッ
チアップペイントをしっかり塗
り、十分に乾燥させてください。

2. 1. で加工した穴にバックビューカメラの
コネクターを通し、②グロメットを取り
付けます。

3. 車両フレームにある既存の穴にバック
ビューカメラのコネクターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. リアバンパーを復元します。
5. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
ナンバープレートの
上端に合わせます。

❶取付ブラケット

右側の穴を使用します。

6. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

ムーヴ コンテ /ムーヴ コンテ カスタム 年式 : H20/8～現在 型式 : L575S･585S

※イラストはムーヴ コンテです。
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❻テールライト（R）
（クリップ 4ヵ所）

❹テールライト（L）
（クリップ 4ヵ所）

❸ボルト（2ヵ所）

❾バンパー

❼ファスナー大（4ヵ所）
❽ファスナー小（6ヵ所）

❺ボルト（2ヵ所）

❷ナンバープレート
❶ボルト（2ヵ所）

市販のシーリング剤などで
防水処理をします。

バックビューカメラ

車両グロメットに切り込みを入れて
コードを通します。

< リアゲート内側 >

②グロメット

60ｍｍライセンスランプ 穴あけ位置
（φ13ｍｍ）

R止まり

22.5ｍｍ

22.5ｍｍ

＜下から見た図＞

■車両部品の取り外し
1. 左図を参照して車両部品を外します。番
号順に取り外してください。

Memo
車両部品の取り外しはクリップ
はずしを使用します。

■取付方法
1. リアバンパーのナンバープレートスペー
ス右上面に配線用の穴をあけます。

注意

●保護メガネ（ゴーグルなど）・保
護手袋（軍手など）を着用し刃物
の取扱いに注意してください。

●加工穴断面及び周辺に市販のタッ
チアップペイントをしっかり塗
り、十分に乾燥させてください。

2. 1. で加工した穴にバックビューカメラの
コネクターを通し、②グロメットを取り
付けます。

3. 左図の位置にある車両グロメットに切り
込みを入れ、バックビューカメラのコネ
クターを通します。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

4. リアバンパーを復元します。
5. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
ナンバープレートの
上端に合わせます。

❶取付ブラケット

右側の穴を使用します。

6. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

ムーヴ /ムーヴ カスタム 年式 : H22/12～現在 型式 : LA100S･110S

※イラストはムーヴです。
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バックビューカメラ

すき間

リアバンパー

車両グロメット

車両グロメット

バックビュー
カメラの配線

ワゴンR/ワゴンR スティングレー 年式 : H24/9～現在 型式 : MH34S

■取付方法
1. 共通取付要領を参照し、リアナンバープ
レートの右側にバックビューカメラを取
り付けます。    
【取付ブラケット合わせ位置】  
＜標準取付位置＞（3ページ参照）

2. ナンバープレート上部のすき間からバッ
クビューカメラの配線を通し、車両グロ
メットから車室内に引き込みます。

注意
カメラ配線を通した部分には、
市販のシーリング剤でしっかり
防水を行ってください。

3. 取り外した車両部品を復元します。

注意 各配線の挟み込みに注意してく
ださい。

※イラストはワゴンRです。


